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山岳トンネル工法における 3D形状のリアルタイムプロジェクションマッピングシステム 

山岳トンネルの施工現場において、現況の地山形状と設計形状の差分をプロジェクションマッピングで可視化する

システムの開発事例をご紹介いたします。 

本システムは3DLiDAR スキャナと高輝度プロジェクタで構成されており、3DLiDARの取得データを設計データと比

較し、差分を赤～青のヒートマップ化して投影するものです。差分ヒートマップは毎秒更新しますので、現況を速やか

に確認できます。 

設計よりも10cm手前にある箇所は赤色、10cm奥にある箇所は青色、設計通りなら緑色となるように投影することで、

例えば、掘削工程においては「赤色の箇所を残らず掘削すれば良い」という判断、またコンクリート打設工程において

は「仕上げ面が緑色になるように打設すれば良い」という作業ガイダンスとして利用できます。現状の計測精度は20mm

前後で、これは3DLiDARのスキャニング精度と機器の姿勢キャリブレーション精度に依存します。 

環境照度が100lx よりも明るい場所ではプロジェクタ投影の視認性が低下してしまいますが、このような環境では、タ

ブレット端末のモニタ画面上で差分カラー付きの3D点群データを確認できるようになっています。 

従来ではアタリ確認時の切羽直下作業は重篤災害に繋がるリスクがありましたが、本システムを導入することにより

切羽直下への人員の立入りが低減され安全性の向上や省力化に寄与します。 

山岳トンネル以外への応用についても開発検討させていただきますので、現況と設計の差分をリアルタイムに可視

化したいというご要望がございましたら、ぜひご相談ください。 

＊プロジェクションマッピング：プロジェクタを使用して実物と投影映像をシンクロさせる映像手法のこと

※本システムは、株式会社大本組と弊社で共同開発したものです。特許出願中(特願2022-188754, 特願2022-188755) 
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この季節になると、当社の駐車場では古くからアジサイがきれいに咲いてくれます。今年は特にきれいに咲いてい

るような気がします。赤や青、そしてその中間のグラデーションがつくり出す幻想的な世界は、長雨で気が滅入ってい

る人々に何か元気を与えてくれているかのようです。ところで、アジサイの色は酸度（pH）によって変化します。酸性の

土で育てたアジサイは青系になるのに対し、アルカリ性の土で育てたアジサイは赤系になります。ただ、雨によって土

壌の pH が変化するため自宅などでイメージ通りの色にするのは大変難しいようです。もっとも、どちらとも言えない微

妙なグラデーションの彩りにも、アジサイの素晴らしさはあると思います。さて、少々飛躍するかもしれませんが、アジ

サイと同じように、この世界は白黒(赤青)や左右はっきりしたものばかりではなく、様々なグラデーションや多様性と共

に成立しているとも言えます。偏った独裁者の目には、世界はどのように映っているのでしょうか。 

システム機器外観 設置状況 (任意位置へ設置可能) 

トンネル切羽への投影状況 (左：側面方向、右：正面方向) モニタ画面の3D点群表示 


